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まず初めに，衝突安全装備の基本である３点式

シートベルトについては装着長さ調整の不要な

ELR式が広く実用化されたのは1970年代後半から

であり，100年を超える自動車実用化の歴史では

ごく「最近」のことである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このシートベルトの性能を画期的に進化させた

プリテンショナーは1980年初め，その補助装置と

してのSRSエアバッグと合わせてベンツが量産車

に採用したのが事実上のはじまりであった．プリ

テンショナー付シートベルトは後に実用化された

フォースリミッターと合わせて前面衝突に対する

安全装備として今日広く普及し，プリテンショナ

ー・フォースリミッター付３点シートベルトと

SRSエアバッグは，今や日本も含め欧米市場では

ほとんどの新型車で標準装備となっている． 

SRS エ ア バ ッ グ に つ い て は 豊 田 合 成 技 報

VOL.46NO.1(2004)「エアバッグモジュール製

品の動向」に詳しく紹介されているのでここで

は割愛したい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            表－１  各国・地域での衝突安全性能アセスメント試験方法 3) 
国又は地域 実施機関 衝突安全性能試験の種類 

日本 国土交通省 
（独）自動車事故対策

機構 

 フルラップ前面衝突試験＠55km／h 
 オフセット前面衝突試験＠64km／h 
 側面衝突試験＠55km／h 

運輸省交通安全局 
（NHTSA） 

 フルラップ前面衝突試験＠56km／h 
 27°侵入台車側面衝突試験＠62km／h 

米国 

道路安全保険協会 
（IIHS） 

 オフセット前面衝突試験＠64km／h 
 

豪州 
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 

連邦政府、各州政府他 
（A－NCAP） 

 オフセット前面衝突試験＠64km／h 
 側面衝突試験（ポール側突含む）＠

50km／h 
欧州 欧州委員会他 

（EURO－NCAP） 
 オフセット前面衝突試験＠64km／h 
 側面衝突試験（ポール側突含む）＠

50km／h 
 

図－３ ELRの作動原理 

 
図－４ シートベルトプリテンショナー、フォースリミッター機能 4) 
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注．最近では中国でもEURO－NCAPに相当するC－NCAPが実施され公表されている． 

  インドでも将来の欧州法規導入に合わせてNCAPが始まるものと予想される． 
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